
(1)第 104号 納 税 だ よ り 令和4年 7月 19日
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任
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め

ヽ｀
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湯
浅
税
務
署
長

武

藤

正

明

暑
中
お
見
舞

い
中

し
上
げ
ま
す

．

公
益
社
団
法
人
湯

浅
納
税
協
会
並
び
に

有
田
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会

の
皆
さ
ま
方

に
は
、
平
素
か
ら
税

務
行
政
全
般
に
わ
た

り
ま
し
て
深

い
ご
理

解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
紙
上
を
お
借
り
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

私
は
、
こ
の
度

の
人
事
異
動
で
湯
浅
税
務
署
長
を

命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
着
任

い
た
し
ま
し
た
武
藤
と

申
し
ま
す
こ

風
光
明
媚
で
人
情
味
溢
れ
る

「
有
円
」
の
地
で
、

署
務
運
営
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
大
変
光

栄
な
思

い
で
あ
り
ま
す
ｃ

微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
方
と
の
良
好

な
関
係
を
維
持
発
展
さ
せ
、
円
滑
な
税
務
行
政
に
尽

く
し
て
ま

い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
前

任
同
様
に
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
全
国
の
税
務
著
で
は
、
令
和
五
年
十
月
か

ら
開
始
し
ま
す

「適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
い
わ

ゆ
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
）
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
、

制
度
の
用
知

。
広
報
を
通
じ
、
登
録
中
請
書
を
早
期
に

提
出

い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
．）

当
者
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
事
業
者
の
方

々
に
制

度
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
納
税
協
会
と

共
催
に
よ
る
洸
明
会

・
相
談
会
を
毎
月
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
日
程
等
を
ご
確
認
の
上
、
多
数
の

ご
参
加

。
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
―，
ま
す

繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
が
、
登
録
中
請
書
の
提
出

勧
奨
が
、
国
税
組
織
を
挙
げ
た
急
務
と
な

っ
て
お

り
、
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
是
非
と
も
早
め
に
登

録
申
請
を
お
済
ま
せ
い
た
だ
き
、
余
裕
を
持

っ
た
事

前
準
備
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
‐

こ
の
ほ
か
に
も
、
税
務
行
政
が
抱
え
る
課
題
は
、

納
税
環
境

の
整
備
、
ス

マ
ホ
申
告

・
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
の

普
及
定
着
、
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大
、
租

税
教
室
の
充
実
等
々
と
山
積
し
て
お
―，
ま
す

．

こ
れ
ら
課
題
の
達
成
は
、
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納

税
協
会
並
び
に
有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

の
皆
さ

ま
方

の
お
力
な
く
し
て
は
到
底
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も

の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
．

今
後
と
も
、
税
務
行
政
の
良
き
理
解
者
で
あ
る
皆

さ
ま
方
と
、
強
田
な
協
力
関
係
を
も
ち
ま
し
て
、
国

民
の
信
頼
に
応
え
る
税
務
行
政
を
推
進
し
て
ま

い
る

所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
よ
―サ
　
層
の
お
力
添
え

を
賜
―，
ま
す
よ
う
お
願

い
中
し
上
げ
ま
す
‐

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
方

の
ご
多
幸

、

ご
事
業

の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
着
任

の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ぶ
　
　
　
と
う

１
′

ソ
たそ

0゛

発 行 人

公益社「 |1去 人湯it納 Fl協 会
イ∫||1納 fil:iイ ドィ|lr)連合会

‖|li集 発行人
新 リート 栄 昭

湯
浅

税

務

署

人
事

異
動

湯
浅
税
務
署
で
は
七
月
十
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

転
入
者
、
転
出
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎

転

入

者

（敬
称
略
）

◎

転

出

者

（敬
称
略
）

法
人
課
税
部
門
　
調
査
官

個
人
課
税
部
門
　
事
務
官

個
人
諜
純
品
門
　
調
査
官

個
人
課
■
部
門
　
調
査
官

個
人
諜
悦
部
門
　
調
市
官

個
人
課
税
部
門
　
上
　
席

総
務
課
管
理
運
営
担
当

事
務
官

総
務
課
総
務
係
　
係
　
員

署

　
　
長

新

所

属

官

職

渡
洛
一　
智
紀

坂
田
晃
太
郎

村
中
　
保
■

飯
田
　
翔
太

西
村
　
卓
磨

堤

　

泰

三

須
浪
　
何
人

中
西
止
太
郎

武
藤
　
Ｉ
明

氏
　
　
名

豊
能
税
務
者

法
人
課
税
第
六
部
門

調
査
官

港
税
務
署

個
人
課
税
第
二
部
門

事
務
官

東
大
阪
税
務
７

個
人
課
税
第
Ｉ
部
門

訓
↑
官

伏
見
税
務
署

個
人
課
税
第
三
部
門

調
査
官

東
山
税
務
署

個
人
課
税
第
二
部
門

調
査
官

阿
倍
野
税
務
署

個
人
課
税
第
二
部
門

上
席

豊
能
税
務
署

個
人
課
税
第
二
部
門

事
務
官

枚
方
税
務
者

資
産
課
税
第
二
部
門

事
務
官

人
阪
‐‥ｌｉｌ
税
局

課
税
第
二
部

統
括
国
税
実
査
官

統
括
官

1日

所

属

官

1.t

個
人
課
税
部
門
　
調
査
官

個
人
課
税
部
門
　
調
査
官

個
人
課
悦
部
門
　
上
　
席

個
人

‐
ｉ＝―
税
部
門
　
上
　
席

総
務
課
竹
却
運
営
担
当

事
務
官

総
務
課
管
理
運
営
担
当

上
　
席

総
務
課
総
務
係
　
係
　
員

署
　
　
長

旧

所

属

官

職

森
下
　
玲
奈

島
津
晃
次
郎

田
畑
　
知
之

松
平
　
英
孝

檜
原
　
雅
俊

岡
本
　
秀
■

江
川

翔]

太

井
村
　
徳
治

氏
　
　
名

人
阪
国
税
弓

課
税
第

一
部

国
税
訟
務
官
事

実
査
官

財
務
省

大
阪
国
税
同

課
税
第

一
部

資
料
調
査
第

一
課

主
査

束
人
阪
税
務
署

資
産
課
税
部
門

迪
絲
調
整
官

有
京
税
務
署

管
岬
運
営
部
門

事
務
官

西
成
税
務
署

管
理
運
営
部
門

Ｌ
席
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令和4年7月 19日 納 税 だ よ り 第 104号  (2)

公
益
社

団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

さ
る
五
月
二
十
三
日
、
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税
協
会

の
第
十
二
回
定
時

総
会
が
有
田
市

の

『橘
家
』
に
お

い
て
、
関
係
官
庁
か
ら
来
賓
を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
木
本
会
長
の
挨
拶

の
後
、
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
「令
和

三
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
満
場

一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
三
月

の
理
事
会

で
承
認
さ
れ
た

「令
和
四

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

に

つ

い
て
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当

日
、
井
村
湯
浅
税
務

署
長
か
ら
税
務
行
政

の
円
滑
な
運
営

に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
た
辻
井
良
博

氏

（清
水
生

コ
ン
ｍ
）
に
、
感
謝
状

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

区 分
令和 3年度

決 算 額

令和 4年度

予 算 額

会  費  収  入 10,242,800 10,149,000

」=月計
社蜃
ラヽ 入

助  成  金 ■
ノヽ

2,932,332

8,443,900

基 本 財 産 運 用 収 入 1,505, 110 1,570,250

そ の 他 1,582,465 4,585,464

経 常 収 益 計 24,706,607 28,040,614

¬
=月十

製去
ラミ

費

納 税 宣 伝 費 1,476,590

納税月報等購入費 1,065,977 854,000

会   議   費 790,956 4,772,000

給 与  ・ 報 酬 7,956,337 7,997,840

通 信 運 搬 費 811,197 930,000

そ の 他 経 費 6,301,272 7,209,372

18,402,329 23,516,712

管 理    費 4,235,096 4,523,902

経 常 費 用 計 22,637,425 28,040,614

当 期 経 常 増 減 額 2,069,182 0

当 期 経 常 外 増 減 額 22,478 0

当期一般正味財産増減額 2,020,660 △71,000

当期指定正味財産増減額 △858,164 △858,164

正 味 財 産 期 末 残 高 63,430,973 46,762,585

簾
十
〓
睡

定
腱
鰺
会
園
催
一一一・

||:キ ::

‐■ tl´

|‐ ■:||‐

鶴濃轟罐

2,950,000

8,785,900

1,753,500

手上
口 |



(3)第 104号 納 税 だ よ り 令和4年 7月 19日

■

ロ

■

ロ

〈
〓

令
和
四
年
度

定
時
総
会
開
催

有
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
五
月
二
十

三
日
に
湯
浅
税
務
署
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
て
、

令
和
四
年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
①

「令
和
三
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
に
つ
い
て
」
、
②

「令
和
四
年
度
事
業

計
画
（案
）
及
び
収
支
予
算
（案
）
に
つ
い
て
」
が
満

場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
会

令
和
四
年
度
役
員
総
会
開
催

湯
浅
納
税
協
会
青
年
部
会
で
は
、
四
月
四
日
に

湯
浅
税
務
署
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
て
、
令
和
四

年
度
役
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

０

「
令
和

二
年
度
事
業
報
告

に

つ
い
て
」
、
２

「役
員
改
選
に
つ
い
て
」
、
０

「令
和
四
年
度
事
業

計
画
（案
）
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の

議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
部

会
長
並
び
に
副
部
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

部

会

長
　
戸
田

篤
宏

氏

（仰
キ
ン
エ
イ
ク
リ
エ
イ
ト
）

副
部
会
長
　
成

戸

真
司

氏

（印
ナ
ル
ト
）

令
和
三
年
分
確
定
申
告
に
係
鶴

地
区
無
料
相
談
会
場
の
開
設

納
税
者
の
利
便
向
上
や
税
務
署
の
混
雑
緩
和
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
近
畿
税
理
士
会
湯
浅

支
部
並
び
に
湯
浅
税
務
署
の
後
援
に
よ
り
、

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
を
徹
底
し
た
う
え

で
、
下
表
の
日
程
で
本
年
も
開
設
い
た
し
ま
し
た
ｃ

各
会
場
と
も
多
く
の
方
々
が
相
談
に
来
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
続
き
来
年
も
開
設
す
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
ｃ

有田市役所

備庁舎

月  日 会 場 名

2月 7日 (月 ) 有田市役所 3階会議室

2月 81](火 ) 有田市役所 3階会議室

2月 14日 (月 )

有田川町役場

清水行政局 2階大会議室

2月 15日 (火 )

有田川町役場

吉備庁舎 4階会議室

2月 16日 (水 ) 湯浅納税協会 3階会議室

清水行政局

・・
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湯浅納税協会



令和4年 7月 19日 納 税 だ よ り 第 104号 (4)

奪夕暮数1暮参鶴懇小響絞では税頷室を趙催しま毎巌蟄sttsa咆
湯浅納税協会青年部は、令和4年 5月 から令和4年 6月 にかけて、田村小学校・広小学校・津木

小学校・八幡小学校・糸我小学校・保田小学校。港小学校。田鶴小学校・宮原小学校・箕島小学校・

田栖川小学校・藤並小学校の12校で、将来を担う児童を対象にした租税教室を開催しました。

日村小学校 田村小学校 広小学校

津木小学校 広小学校

津木小学校 八幡小学校

糸我小学校 糸我小学校 八幡小学校

保日小学校 保日小学校

彗
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(5)第 104号 納 税 だ よ り 令和4年 7月 19日

．Ｔ
Ｉ
Ｊ
・

港小学校

港小学校

日鶴小学校

日栖川小学校

日鶴小学校

宮原小学校
鍮

宮源小学校

箕島小学校

箕島小学校

■

饂
藤並小学校 藤並小学校
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令和4年 7月 19日 納 税 だ よ り 第 104号 (6)

令和 5年 10月から適格請求書等保存方式 (いわゆるインボイス制度)が導入

され、インボイスを発行できる「適格請求書発行事業者」となるための登録申請

手続は、昨年 (令和 3年)10月から受付が開始されています。

1 説明会・相談会の主な内容

・ ∠_2ご∠丞制塵互墜重翌壁茎昼聾量生組みや概要)

登録申請手続の方法 (手続きをサポー ト)

当日、登録申請手続を希望される1固 人事業者の方は、「スマー トフォン」「マイナンバーカー ド(バスワー ド

含む)」 をご持参 <ださい。なお、スマー トフォン、マイナンバーカー ドをお持ちでない方は、書面による登

録申請も出来ますので、ボールベン等の筆記用具をご持参<ださい。

※ e―Ta× を利用されたことがある万は、利用者識別番号もご用意ください。

マ

2 説明会・相談会への参加方法等

参加を希望される方 (個人事業者、法人)は、 開 催 日 の 1週間 前 ま で  に、

下表の「連絡先」までご連絡いただき、申 込 み (予約 )して<ださい。(事前予約制)

なお、新型コロすウイルス感染症の対策として、定員を設定しており、予約数が定員と

なりしだい、締め切らせていただくほか、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によつて

は、説明会を「中止」する場合がありますので、あらかじめご了承願います。

3 説明会 ◆相談会の開催日程

※ なお、1固別・具体的なご質問|こつきましては、時間の都合上、当日お受けすることが

できませんので、後日、日程を事前予約の上、ご来署いただきますようお願いします。

湯浅税務署 0公益社団法人湯浅納税協会

インボイス制度を動画で分かりやす<解説した

YouTube「国税庁動画チ ャンネル」 も是非ご覧<ださい。

S:堕21 二次元コードを読み取り

SttQヱ  「消費税 1今から学ぼう !イ ンボイス塾」など動画を選択

隧
上のコードからサイトヘ

間十
事
υ 開催場所 定 員 連絡先

8月 31日 (水 ) 14時～ 15時

〒643-0004
)易 )姜町

"説

曳2430-77
湯浅納税協会

3階 会議室

20名

湯浅税務署

法人課税部門

(ダイヤルイン)

0737-63-5406
※事前予約は、開催日の

1週間前まで受付

9月 28日 (水 ) 10B寺へ′110寺

10月 26日 (水 )

12月 21日 (水 )

14時～15時

10時～11時

14時～15時

インボイス制度に関する情報は、

国税庁ホームページ (https://www.nta.gO」 p)の

「インボイス特設サイト」をご覧<ださい。
‐六 祠

上のコードからサイトヘ

インボイス制度説明会0登録申請相談会のご案内

開催日

11月 30日 (水 )
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以下の要領で「税に関する作文・標語」を募集します。
優秀 (入賞)作品には、賞状および記念品を贈呈するとともに、各種会報誌や作品集な

どにも掲載されます。奮ってご応募ください。

【 募 集 要 項 】

区  分 中 学 生 の 部 高 校 生 の 部

☆テ ー マ☆

☆応募方法☆

【作文】
『末亜≡五1

L′ 1刀尽OCコ 』

原稿用紙 3枚以内
応募用紙に作品と必要
事項を記載

【作文】 800字以上1200字以内

(注)作文・標語共1人 1編の応募となります。
学校を通じてご応募ください。

☆締 切 り☆ 9月 5日 (月 ) 9月 6日 (央 )

会員の皆様へお願い

協 I

△ イ ゝ

J

新しい仲間をご紹介ください。

会費は法人・個人別に定められています。

詳しくは、窓口か電話でお尋ねください。

ご入会の申し込みはこちらから 馘r

携帯電話、スマートフォンで右記のQRコードまたは下記のURLヘアクセスしてください。

https://www.nk-net.co jplkyokai/nyukai/top/83507

′′′

税に関すること
内容が税に関するものであれば、何でも構いません。
例えば・・・

〇 税のしくみや使われ方について家庭内で見聞きしたこと
○ 税の申告や納付に関して思つたこと
○ 学校などで税について学んだときに感じたこと

などを書いてください。
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鵬電fDθ 大同生命保険株式会社
阪和支社 和歌山営業部/

和歌山県和歌山市西汀丁38番地(Regulusビル2F)

TEL Oフ 3-431-6301

AIC損害保険株式会社
和歌山支店/

和歌山県和歌山市北ノ新地1‐ 25(富 士火災和歌山ビル)

丁EL Oフ 3-432-5641
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